
2010 年 5月 20 日

ＮＥＸＣＯ中日本

定例記者会見資料

環境に配慮した取り組みの紹介

てんぷら廃油のリサイクルについて（２００９年度の利用状況の報告）

○ ＮＥＸＣＯ中日本の経営施策である「環境・持続可能社会への貢献」の取り組みの一環

として、サービスエリアなどで使用したてんぷら油の廃油をリサイクルした、バイオディーゼル燃料を２０

０６年１２月から利用しています。

○ ２００９年度は、標識車両や路面清掃車両(スイーパー)など１７台の車両で、約３８,２００リットルの

バイオディーゼル燃料を利用しました。

○ ２００８年度までは、富士と彦根の保全・サービスセンターで利用していましたが、２００９年度は、静

岡、袋井、大月、甲府、松本の保全・サービスセンターでも利用を始めました。

○ 軽油を使用しないため、約７２トンのＣＯ2 排出量の抑制になったと推計されます。

○ 当社は今後も引続き、資源の３Ｒを推進し、環境負荷の低減を目指します。
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